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出身：北海道恵庭市
趣味：読書、釣り
講義：信号処理、動的システム、等
専門：自律移動ロボット、コンピュータビジョン

ひとこと
自分にとってやりがいがあることを見つけて、それを実現
しながら現代を生き抜ける力を学生生活で身につけま
しょう。

研究内容
自律移動ロポットの障害物回避、軌道計画
► 環境内を移動するロボットが、カメフなどのセンサから得られた情報を
基にして安全に目的地まで移動できるようにします。

► 環境の地固から、目標地点まで移動する最適なルートを探索します。
x田支術を用いた高度なコミュニケーションの実現
► 人工知能の発展によって、画像から人のポーズや顔の表情を追跡す
ることが可能となり、 XR技術によって、仮想空間と実空間との高度な
融合が可能になりつつあります。

► これらの技術を用いることで、人と人、人とロボットとの高度なコミュニ
ケーションを実現します。

SLAM技術を用いて作成した環境マップとロボy卜の移動経路

6 ヵメラセンサを用いた動画像処理に関する研究
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 安全に環境内を移動するロボットが低コストで実現されれば、様々な
産業における労働力不足の問題が解決されます。

► AIによって人の感情意図・行動や環境を認識し、その情報を用いて
仮想空間を介して他の人やコンピュータ、ロボットとコミュニケーションを
行うことで、生活の質が向上し、また、格差の是正につながると期待さ
れます。

► これらの研究によって、ロボット、 AIの技術が修得できるだけでなく、人
間、社会に対する深証里解が得られると期待しています。
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動画像から指文字を認識するシステム
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流体との触覚を疑似的に生成するMRシステム

ソフトウェアと人工知能の融合
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出身：宮崎県都城市
趣味：読書
講義：電気回路、情報とコンピュータ、等
専門：画像処理

ひとこと
興味を持てることや好きなことを見つけて、それを楽しみ
ましょう。

研究内容
子牛の健康管理のための行動判定に関する研究
► 子牛を飼育するに（謡堕切な健康管理と飼料供給が必要です。 RGB
カメラを用いて健康管理のための行動判定を行います。
子牛の中耳炎の旱期発見に関する研究
► 子牛は免疫システムが未熟なため成牛と比較して感染症を発症しや
すい傾向にあります。 RGBカメラとサーモグラフィーカメラを用いて発熱と
耳の傾きを検出し中耳炎の早期発見を行います。
野生馬の自動個体識別に関する研究
► 野生馬の健康管理のためには個体識別が必要です。顔領域を検出
し深層学習を用いて非接触で個体識別を行います。

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► スマートフォン等の普及で動画や画像は馴染みの深いものになってい
ます。また、画像処理技術はロボット・自動車・医療・セキュリティ等さ
まざまな分野で必要となっています。

► 画像情報に基づいて周囲の環境を認識・理解するための有効な方
法論を考案しますので、必要な研究姿勢や知識を身につけることが

できます。
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“ 耳領域の検出と発熱⑪判定
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子牛の領域抽出とミルクを飲む行動
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顔領域の検出と個体識別

社会を支える自動化技術 □国
出身：愛媛県八幡浜市
趣味：歌，テニス，絵本
講義：:toグラム言語論，情報通信入門セミナー
専門：機械学習，関数:toグラミング

ひとこと
優秀な生徒さんたちの受験を期待いたします．

研究内容
自動プログラミングを通じた汎用人工知能の実現可能性
► 沢用人工知能の理論的限界に関する研究
► プログラムを学習するAIのできる・できないを解明！
► 自動プログラミングシステムMagicHaskellerの開発
► あいまいな仕様からの自動::toグラミングが可能に！
► 強化学習アルゴリズムの改良・応用
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MagicHaskeller on the Web 

b:i';, • .,,.,l,,(111叫•hi• ·;,,.I叩0HI,,_.,....._.,, •-•• YtY...., 戸紐，，'"',.. -町渭~•-'呼<O
HM!fl 

鳳-~·-·日コ中・""'一心`心,,
叫ーm如心 nrrllfillh1J岡直

lli,,,ult:. 

~{!,. ―}匹(1.じl

~;..,,,1 吐→C.! L.~ol) ニ・り
~j l),o--l 匹山が1 ・:.,1

""'""峠臼に置広Wり心『,..,.,...... u叩印匹~...llf"ll'4-匹匹＂嗣 1

プログラムの自動合成

この研究はとう役立つ？研究から学べることは？
► 近い将来にも到来は尋るシンギュラリティ時代に備え，何が可能かを
明らかにします．

► 卒業研究では，学生さんの興味(J,もじ，深層強化学習，あるいは
深層学習にテーマを拡大することで，就職後にも期待される深層学
習プログラミノグを経験できます．
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自動プログラミングによる汎用AI
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出身：熊本県熊本市
趣味：パスタを茄でる
講義：動的システム、組込みシステム
専門：制御工学、信号処理
ひとこと
若い皆さんはあらゆる可能性を秘めています。ゲーム作
りや調べ物など、関心のあることについて生産的なことを
始めてみましょう。得られた経験は一生を通じての財産
になります。

研究内容
ロ）＼スト制御に関する研究
► コンピュータを用いて機械や装置を自動的に動作させるための基礎理
論に関する研究です。数理モデルに基づいた解析・設計手段に関す
るものから、機械学習で用いられている技術の応用などを対象として
います。

その他（信号処理、地理空間情報）
► 画像や音声信号などのデータが有する周波数成分を画像として可視
化し、特定のアルゴリズムを用いて抽出した特徴量から有意な情報を
取得するための研究です。

► 地理空間情報を活用することにより、実際の地形や統計情報を対象
とした研究を行っています。
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► 来るべき高齢化社会において、労働者人口の減少による人手不足
が懸念されています。機械や装置を人の手を介さずに動かす技術は、
世界中のさまざまな問題解決の手段として必要不可欠なものです。

► 社会の様々な場面にAI技術が浸透していますが、実問題を解決す
るには対象となる問題についてのドメイン知識が欠かせません。本研

究は機械を安全・効率よく制御するために重要となる工学分野です。
► 研究活動を通じて、将来エンジニアとして活躍するうえで大いに役立
つ能力である数学的素養とプログラミング技術を身に付けることができ
ます。

左：宮崎市における平均事故数の可視化
右：移動ロポットの軌道計画に関する研究、上が円充填ア
ルゴリズム、下が動的計画法による省エネルギー軌道
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~ ~ 音声信号が含む周波数成分を
可視化した画像、横軸が時刻、
縦軸が周波数を表している

音轡信号より抽出したスペクトルの可視化
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地理空間情報の活用
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